
ミニトマトの安定生産

～ 高温対策と適正栽培管理で夏秋期の生産量をアップ ～

対象：ＪＡ夕張市ミニトマト部会（40戸）

１ 活動の背景

２ 活動の経過

夕張メロンに次ぐ生産品目であるミニトマトは、夏秋期の仕事確保という面
でも重要な品目である。
しかし、栽培年数が浅く、栽培方法が確立されていない。また、定植時期が

遅く夏秋期の収穫となるため、生理障害の発生が多く生産が不安定である。
夏秋期の生産安定のために活動を行った。

１．役員会で活動計画を協議
３月に生産部会役員と活動内容の見直しを協議し、新規の取組を計画した。

①栽培実態把握のためのアンケート調査
②高温・生理障害対策のための遮光資材展示ほ設置
③栽培技術平準化のための現地研修会の開催

２．アンケート調査
生産者により栽培方法がかなり異なっていたため、実態把握のためのアン

ケート調査を行った。

４．現地研修会の実施
これまで生産部会では、夏期に現地研修会や

ほ場巡回を開催したことが無く、他の生産者の
ほ場を見ることが少なかった。
栽培方法の平準化に繋げるために、現地研修

会を開催した。

課題番号８

３．遮光資材展示ほ設置と情報発信
Ｒ５年度は、高温による花飛び、肩

青果、裂果等の生理障害が多発したが、
遮光資材を設置した生産者は３割に満
たず、必要性や効果を疑問視する生産
者もいた。
そのため、遮光資材設置ハウスを現

地研修会で展示し、FAX情報を発信した。

写真１．肩青果

写真２．遮光資材設置ハウス

【空知南東部支所：地域係】



３ 活動実績の具体的内容

４ 今後の課題と対応

１．アンケート調査
栽培方法の実態と問題点、生産者が疑問に思っていることを把握することが

できた。
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変形果問題となっている生理障
害の発生状況を把握する
ことができた。

２．遮光資材展示ほの設置
遮光によりハウス内気温

が低下し、肩青果の発生が
低減した。
FAX情報で、遮光資材の

必要性や使用時期について
情報提供し、理解を得た。

３．現地研修会の実施
展示ほで実施し、明るさや生育状況を生産者に体感してもらった。
アンケート調査結果に基づく技術情報の提供も行った。

１．役員との次年度の計画の協議
（肥培管理の改善他）

具体的推進事項：生産安定の取り組み
８～９月出荷量の向上
(現況：120㌧→目標：123㌧→実績：121㌧)

図１．アンケート結果－株間 図２．アンケート結果－発生が見られる生理障害

図３．晴天日の遮光区と
無処理区のハウス内温度

図４．遮光区と無処理区
の高温障害果発生率

４．高温対策の実施
これらにより効果が理解されたことと、補助事業が利用できたことから、遮

光資材の導入が進んだ(25→50％)。


